20171105レムナント教会２部
福音の聖域（Ⅱサムエル6:3-8）
契約の箱を奪われて、もう一度再び取り戻すまでです。契約の箱を移そうとしました。ナコンという人の家に入ったら、牛がすごく動きました。そうすると契約の箱が落ちてしまいます。それを動かしているウザという人がその契約の箱を触りました。それで神様の怒りがあって、ウザはそこで死んでしまうわけです。私はいろいろな本を読みました。この部分に対する解釈がすごく難しかったです。契約の箱が落ちそうになったから、それを押さえたのに、それがなんでそんなにいけないことなのでしょうか。皆さんは、どう思いますか。神様はちょっとひどいのではと思うでしょうか。契約の箱は、祭司長たちが担いでくるものです。ですから、本当は車に乗せて運ぶものではないのです。そこからもう間違いです。ですから、どういうことがあっても、その契約の箱には人の手が触れてはいけないわけです。祭司長たちもそれを運ぶときにはきちんと置いて運びます。どうしてそのようにしたのか、それがどういった意味があるのかを考えなければなりません。
このように考えると簡単です。安息日を犯してはいけないと言われました。安息日をそのまま守らなければ死ぬこともありました。それがそんなにひどいことですか。神様がしてはいけないというときには、すごく重要な意味があります。契約の箱を人の手が触ってはいけないということは、こういう意味です。人の手が触ってはいけないというのは、人の手がそこに入ってはいけないという意味です。絶対人の手が犯してはいけない部分があるということです。契約の箱は、キリスト、福音を意味します。これは神様が私たちにくださった神様からのプレゼントです。そこに人のものが混じってはいけないということです。私たちの立場で見ても、神様から見てもとても重要なことなのです。神様が私たちの救いのためにくださったものがあります。福音には、絶対に手を下すことができない聖域というものが必要です。この部分を犯してしまったということなのです。ウザは死んだから地獄に行った、そういう意味ではありません。今日を生きる私たちに、神様がとても大切に語りたいことがあります。教会はこのように思っています。全世界のキリスト教の９９％がこう思っています。時代が昔とは異なると。また、人によって置かれている環境、状況が違う。こういったことによって福音も色を変えなければならないということを主張しています。そのようにして教会は滅びていきます。言葉はそれなりにあっているように見えるのですが、いままでの歴史の中でそれが正しかったことはありません。ひどい人は、旧約の聖書にあるものは昔のことではないかと語っている人もいます。そうではありません。霊的な世界、霊的な事実がなにかわかるならば、福音は永遠なものです。絶対、人の手を出してはいけない部分があります。けれども、人たちがそこに手の垢をつけます。それは私たちのいのち、天国と地獄に関連していることだから、とても重要な部分です。皆さんは、もう福音を受けました。皆さんが、偉くても偉くなくても関係ありません。どのような格好でも、どのような問題を持っていたとしても、それはもう関係ありません。皆さんに与えられた福音が聖なるものであることをわかってください。状況や時代によって色が変わるべきものではありません。福音は聖域です。人が犯すことができない大きな壁を持っています。

これから皆さんがやるべきことはこれです。わたしにくださったこの福音を私の内側で聖域化することです。私が死んで亡くなったとしても、その内容は続けて受け継がれることなのです。その中でいちばん重要な聖域化すべき3つのことがあります。人が手を下して、人が手の垢をつけてはいけません。人間の救いは、100％神様の働きです。これが福音です。これが契約の箱が語っているメッセージです。ここに他の手の垢をつけてはいけません。いろいろな理由がありますが、カトリックが一番間違っている理由がどこかわかりますか。救いとは、神様と人間がお互いに協力して作りあうことだという思想です。プロテスタントの中でもそういった思想を持っているところもあります。私がいくら足りない者だとしても、この部分だけは自分の中で聖域化しなければなりません。皆さんが死んで亡くなっても、この内容だけは続けて伝達されなければなりません。救いは完全な神様の働きであって、恵みです。人が救われるように福音を伝えます。私の心を動かし、イエス様を私の意志で受け入れます。それで人の何かが入ったような気がします。しかし、そのすべてが神様の恵みなのです。ですから、聖書の重要な思想は、人はなにごとも誇ることができないということです。比べることもありません。感謝、喜び、賛美だけです。よく見なければなりません。私たちが生まれる前に、この地球が造られる以前に、神様が私たちを救い出す計画をしました。私たちの理性ですべて理解できることではありません。神様の働きです。神様は私たちを救い出すために一方的に計画なさいました。創造前に計画されたと言われています。ローマ16：25、永遠の前から現されている奥義なのです。ここに人の何かが入ることができるでしょうか。エペソ1：4、創造前から計画なさいました。皆さんの救いはイエス様を受け入れたから。合っています。しかし、そのことが、創造前から神様が一方的に計画してなさったことです。一方的に皆さんを救い出すと計画なさいました。私たちは救われてからひとつひとつわかるようになります。わかればわかるほど、感謝して賛美するしかありません。エペソ1：4-5、神様が私たちを創造前に選択されました。私たちが神様のことを探し求めたたから、神様が「はい」と答えたのではありません。神様が選択してくださいました。この救いは予定されていました。エレミヤ1：5にも、こういったことばがあります。お母さんの胎内にいる前からあなたを知っていた。皆さんは、救われたその瞬間しかわかりません。ある日、とても大変なことがあり、イエス様の話を聞いて神様を知りました。そのことを小さく見てはいけません。私たちの理性を超越する驚くべきことです。創造前から計画して予定されて成就されたことなのです。ですから、一人のたましいをおいて伝道するということはすごいことなのです。それは言葉が達者だからできることではありません。神様が救い出すために、すべてなさった作業の中に私たちが入っただけです。ですから、感激するしかありません。イザヤ49：1にも同じことばが出ます。生まれたときからもう知っていましたということです。神様の働きなのです。この神様が一方的に愛してくださいました。皆さんがよく知っている聖書のみことばです。私が罪人であったとき、私は、神様は嫌だ、私は神様を信じない、私は私の意志で、私の思うままに生きる。やればできる。そのように神様と正反対に走っていたとき、イエス・キリストが十字架にかけられ、私たちに対する神の愛を示してくださいました。あのようにめちゃくちゃなことをしているとき、神様は私たちを一方的に愛してくださいました。Ⅰヨハネ4：10、私が神様を愛したのではなく、神様の方から私を愛してくださいました。一方的な愛という言葉をよく覚えてください。1部のときにもお話ししました。ここでもあとでお話しします。私たちは、これくらいやったからこれくらいまでできるということしか考えられません。神の愛も私がこれくらいやったから、神様がこれくらい愛してくださるということしか考えられません。私たちができることは「神様は嫌だ」と、それしかできません。そういった私たちを愛してくださったから、一方的なものです。エペソ2：3-4、すべての人たちが罪を犯したので、神の栄誉を受けることができず。それなのに憐れみ深い神様が、その大きな愛によって愛してくださいました。一方的なのです。これが奥義です。だから、救いは100％神様の働きです。これが福音です。ここに手の垢をつけては絶対にいけません。
ですから、こう言います。あなたはその恵みによって、信仰によって救われる。あなたたちから生まれたものではない。神様の賜物です。この内容に対して、正しくないと言っては絶対にいけません。ウザが受けたことは、このことに対する警告の話です。神様がそれなのにどのように働きますか。100％神様のこの救いは、キリストによってまた100％なさいます。キリストによってのみなされます。これが福音です。この内容に対して、自分がたくさん勉強したからといって、そこに手垢をつけてはいけません。心が広いかのようにすべての宗教に救いがあると言ってはいけません。世の中にはたくさんの課題があります。そのような課題のために、この内容をまげて一緒に手を組んではいけません。今日も教会のポストの中に、聖書教会というところの礼拝のチラシが入っていました。教会で行う行事についてです。聖書教会の牧師が説教します。カトリックの神父が祝辞をします。私たちが一つになってこのように伝道もして、見る目にもとてもよいのではないかと。もちろん喧嘩をせずに仲良くすることは合っています。けれども、このような部分は全部捨ててしまうことです。救いは100％キリストによってのみでできます。1部のときもお話ししました。私たちが考える以上、人間は絶望的な状態です。なにをどうするかの以前に、生まれながら霊的に死んでいた状態です。生まれながら御怒りを受けるべき子らとして生まれるようになります。それを罪と言います。ですから、この世の中を生きている間、どうやって生きていますか。一生懸命、生きる人もいます。めちゃくちゃに生きる人もいます。成功した人もいます。崩れた人もいます。幸せを求めていく人もいます。泣きながら生きる人もいます。そういうところにだまされないでください。生まれながら神の御怒りを受けて生まれてしまいます。どのように生きても世の習わしに従って生きるようになります。世の習わしは、悪魔が神様のところに行けなくさせるために作ったものです。偶像かもしれません。宗教かもしれません。また、成功かもしれません。哲学や思想かもしれません。私の頑固さかもしれません。いろいろなことをとおして、とにかく本能的に神様を信じない方向に行くようにさせます。世の習わしは、空中の権威を握った者が作ったと言います。世の神、悪魔、サタンです。どうしてですか。そこについて行くと、悪魔について行くことになるということです。一生懸命、まじめに生きるのに、悪魔について行くことだと知りません。成功のために一生懸命、生きるのに、悪魔について行くことだとわかりません。ですから、割れて崩れるしかありません。神様を本当に愛するならば割れて崩れるしかありません。それはまことの道、まことの使命の道ではありません。ですから、人間は初めから絶望的な罪人です。これを本当にわかるならば、道はさまざまにあるとは言えません。しかし、この事実を人間は知りません。知ることができません。人間がこのように罪人であることがわからない、それが罪人の特徴です。ですから、できるとき一生懸命、やります。無知な人間だから宗教でなにかを変えようとしてみます。また、知識の道があるかと錯覚していきます。経済的な富があれば祝福が訪れるかと考えています。成功すれば人生は変わる、このような無知な人生を歩みます。この部分が全部できたとしても、この絶望的な部分は少しも変わりません。ですから、韓国語で運命、さだめだというのです。教会の中でもこれを見ます。先ほど言いました。励むのです。無知だから。あっちもこっちも全部道がありますと言うわけです。あればいいのですが、ないのに続けていってしまうと、それは詐欺です。人たちを滅びる道に連れて行くことでしょう。ですから、救いはOnly一つの道しかありません。これが福音です。この部分だけは、人間は犯してはいけません。創世記3：15、神様が初めからこの一つの道しか与えていません、女の子孫が蛇の頭を打ち砕く。キリストがサタンの頭を打ち壊します。それ以外には道はありません。人は罪人です。それでキリストが人の代わりに血を流さなければなりません。ですから、かかとに噛みついたのです。人間が罪を犯して、最初からこれ以外に道を与えたことがありません。そのキリストであるイエス様が来られて、直接言いました。わたしが道、いのち、真理であり、わたしを通さなければ父の元に来ることができません。このイエスを信じる教会がまた告白します。世界中で、救いを与える他の名は与えられたことがありません。時間が経つにつれ、この聖域に手を下して人たちがどんどん入っていくわけです。教会が腐敗して全世界が災いにあうようになりました。ですから、この部分に手を下してはいけません。救いは100％神様の働きであり、救いは100％キリストのみでできます。いくら良いことがあってもそれは道にはなりません。いつも言います。良いこと、立派なこと、必要なことと救いは違うことなのです。しかし、信徒の皆さんは、この部分が聖域化されていません。いつでもそこに手を下して、手の垢がつくような状態なのです。他のことは無知であってもいいと思います。間違って足りない部分がある、それはそんなに問題ではありません。しかし、この聖域化されるべき部分は本当にいのちより大事に思わなければなりません。契約の箱を触って死んだということは、福音を聖域化することです。たくさん勉強した方々、世的に成功した方々は、この話を聞き取れません。私が持っている良いもののために、まことの真理が聞こえないのです。パウロはこう言います。世の中に知識あるものがどこにいるのか。世の中の最高の知識である哲学は、本当に幼稚な学問です。キリストの中ですべての知恵、知識、一切の宝が隠されていることを知ってください。

癌の宣告を受けて間もなく死んでしまうと言われた90歳のおばあちゃんがいました。聖書を一度も読んだことがありません。神様の恵みで福音を聞いてイエス様を受け入れました。働きが見えてくるのです。それで、とても良かったことだと感謝します。このときサタンが私の前にひざまずきます。それを神の国と言います。この部分を聖域化してください。話はたくさんあります。理論も多いです。学んだことも多いです。それとこれとを一緒に混ぜてはいけません。これがあっているならば、本当に救いは100％信仰のみです。これが福音です。ここにしばしば手垢をつけます。それが歴史の事実です。信仰になにかを加えます。信仰のみで救われるのに、信仰プラス律法をつけたりします。「信じるだけでいいの？」とこれをやらないと、あれをやらないと、となれば聖域が崩れたことを知ってください。信仰だけでもいいのか。神秘的な体験をしないとでは。信仰だけでいいのか。たくさんなにかをささげないと手垢をつけています。私たちが本当に救われて感謝して献身することと、信仰をもってなにかをささげなければだめだというのは違います。救いというものは、そのようにやっていたら得られるというものとは違います。おばあちゃんのその信仰だけでいいのか。もうちょっと知識を知らなければいけないのではないかと、信仰プラス知識を加えます。これが、ウザが手を下したことと同じことなのです。これがどこから出ますか。
これが因果応報の思想です。人しかわからないから、神様を知らずに、罪の中に生きるから。ですから、人が中心です。人の条件によって結果を生み出すと言います。人の能力によって結果が違うと言います。人の行いによってその結果が変わると言います。これが因果応報です。こういったことで作っていくわけです。本当にそうでしょうか。神様の恵みがなにかわかって、ただキリスト、ただイエスがわからなければなりません。こういったもので福音の聖域を犯そうとしています。こういうことの前で、皆さんは福音を守らなければなりません。人の行い、それが問題ではありません。ただイエス・キリストを信じる信仰によって救われます。人の条件ではなく、無条件、信仰のみです。義人は信仰によってのみで生きます。何度か言いました。宇宙にはこの法則がありません。この二つのことを根拠として作られた法則です。私たちができることがないということです。神様が全部やってくださるから、それを受け取ればいいのです。人のどのようなことでも、まったく関係ありません。信仰によって、恵みによって救われます。あなたから出たものではなく、神様からの賜物です。ですから、感謝のみです。ローマ10：9では、こう言います。福音のいちばん重要な単語は誰でもです。それは、人のああだ、こうだでの差別などありません。いままでどうやって暮らしてきたのかも何の関係もありません。今問題がある、ない、高い、低い、何も関係ありません。それを福音と言います。神様の賜物ですから。誰でもイエスの名を呼び求めるものは救われます。これが福音です。問題は、これを聖域化して他のことで手の垢をつけないことです。皆さんの中で許されたこの福音を品格ある福音として持ってください。信仰の聖域として他のものが絶対に入ってこないように柵を作ってください。これは時代が変わっても変わらないものです。もし皆さんが変わっても、これは変わりません。これが契約の箱です。ここで人たちが手垢をつけてはいけません。
それを聖域化したならば、皆さんのどんなことでも関係なく、私は救われたという確信を持ってください。過去がどうであれ、いまの環境がよくないということも関係なく喜んでください。救いの確信を揺らすことは、全部サタンのいたずらです。どうしてですか。これを本当に聖域化して柵を作ると、救いはイエス・キリストのみだと、Only信仰のみだと分かります。Ⅰヨハネ5：10-11、イエスがある者はいのちがあり、イエスがない者はいのちがありません。それ以外の他のものは救いを得る条件とは関係ありません。人のどうのこうのと関係なく、救いの確信と喜びを持つことです。1部のときも言いました。イエス様の十字架に対してアーメンとすることは奇跡なのです。それで皆さんは、神様の子どもだと大口をたたいても大丈夫です。その確信があってこそ、救いの祝福は私のものだと味わうことができます。神様の恵みはこのような祝福ですと話せます。私は神様の子どもなのか、どうなのかと揺らいでいれば、祝福をどうやって味わえますか。その確信をもって、一番先にしなければならないことは、神の子どもの祝福を味わいながら、神様を喜んで賛美することです。どれぐらい私が祝福を喜び黙想すれば感謝になるのでしょうか。刑務所の中でも、癌にかかったとしても、「私が人を生かす伝道者として十分な人なのだな」と悟れるまで味わうことです。「学んだことがないのに、私は十分伝道ができる伝道者です」。これが救いの祝福です。なにもできない立場であっても十分にここで勝利できる人です。私が暗く痛い過去があったとしても、これから希望の人生を生きることができます。それが救いの祝福です。救いの祝福をよく見つけて、皆さんがそれを考えて喜べばよいです。それを喜んだときに、神様のみことばが正しく聞こえてくるようになります。これを確実に味わったというしるしは何でしょうか。うれしいだけで終ってはいけません。「私はあまり学んでいないけれど、人を生かすのに十分なのだね」。「私は社会的な地位もないし、年も取っているけれども、人を生かすのに十分なのですね」。これからそれを目標において皆さんが祈ればよいです。そのことばをキリストのからだである教会と言います。

前にお話ししました。救われた皆さんはキリストのからだです。からだはなにをしますか。頭がキリストです。頭がやりたいことは、からだをとおして現します。イエス様がなさりたいことは、皆さんをとおしてなされるようになります。ですから、復活なさった後、キリストのからだとして造りました。それを救いと言います。疑わずに邪魔されないように思う存分味わい喜んで賛美してください。問題が起きたり、何かが起きたら、それを処理する前にここからやってください。それらを先に処理しながら、これを逃してしまうと、どんなことがあっても変わらない聖域の部分、福音に手垢をつけるようになってしまいます。どんな問題がありますか。その問題があってもこの祝福の奥義は絶対に変わりません。この中に深く入りなさいというサインとして受け止めてください。そうすると神様の働きを見るようになります。皆さんが証ししたいことが起きるようになるでしょう。勝利してください。
（祈り）
神様。感謝いたします。神様の愛によって福音をくださって感謝します。100％神様の賜物です。Onlyイエス・キリストです。私たちのどのようなこととも関係なく、信仰によって救われたことを感謝します。この福音を聖域化してまことの福音を味わえるようにしてください。とまどうことなく疑うことなく救いの祝福を思う存分味わえるようにしてください。残りの短い人生、人を生かすことをして主の前に行くことができますように。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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